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(57)【要約】
【課題】ユーザ装置からの上り送信電力を適切に制御す
る。
【解決手段】第２基地局２００からの下り受信電力ＤＲ
Ｐ２が、セル範囲拡張オフセット値ＯＶを用いて増加す
るように補正される。下り受信電力ＤＲＰに基づいてユ
ーザ装置３００の接続先基地局が選択される。第２基地
局２００に対応するセル範囲拡張オフセット値ＯＶに応
じて、第２基地局２００における目標上り受信特性ＴＵ
ＲＰ，ＴＵＳＩＮＲを算定するためのパラメータＰ０，
αが設定される。パラメータＰ０，αに基づいてユーザ
装置からの目標上り受信特性ＴＵＲＰ，ＴＵＳＩＮＲが
算定される。ユーザ装置３００からの上り受信特性が目
標上り受信特性ＴＵＲＰ，ＴＵＳＩＮＲに近付くように
、ユーザ装置３００の上り送信電力が制御される。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１セルを形成する第１基地局と、前記第１セルよりも面積が小さい第２セルを形成す
る第２基地局とを含む複数の基地局と、
　複数の前記基地局の各々との間で電波を送受信して無線通信を実行可能なユーザ装置と
　を備え、
　前記ユーザ装置における前記第２基地局からの下り受信電力を増加させるように、当該
第２基地局に対応するセル範囲拡張オフセット値を用いて前記下り受信電力を補正する下
り受信電力補正部と、
　前記第１基地局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オフセット値による補正後の
前記第２基地局からの下り受信電力とに基づいて、前記ユーザ装置の接続先基地局を選択
する接続先選択部と、
　前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信特性を算定する目標上り受信特性算
定部と、
　前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフセット値に応じて、当該第２基地局に
おける目標上り受信特性を算定するためのパラメータを設定するパラメータ設定部と、
　前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信特性が前記目標上り受信特性に近付くよ
うに、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する送信電力制御部と
　を備える無線通信システム。
【請求項２】
　前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロスを算定するパスロス算定部を備え、
　前記目標上り受信特性算定部は、前記目標上り受信特性として、前記基地局におけるユ
ーザ装置からの目標上り受信電力を以下の式に基づいて算定し、
　ＴＵＲＰ＝Ｐ０－（１－α）・ＰＬ
（ここで、ＴＵＲＰは前記目標上り受信電力であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり、α
はパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスである。）
　前記パラメータ設定部は、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフセット値に
応じて、当該第２基地局における目標上り受信電力を算定するためのパラメータである前
記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一方を設定し、
　前記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信電力が前記目標
上り受信電力に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する
　請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項３】
　前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロスを算定するパスロス算定部と、
　前記基地局における干渉対熱雑音を算定する干渉対熱雑音算定部と、
　前記基地局における入力信号品質と出力信号品質との比である雑音指数を取得する雑音
指数取得部とを備え、
　前記目標上り受信特性算定部は、前記目標上り受信特性として、前記基地局におけるユ
ーザ装置からの目標上り受信品質を以下の式に基づいて算定し、
　ＴＵＳＩＮＲ＝（Ｐ０－（１－α）・ＰＬ）／（ＩｏＴ＋ＮＦ）
（ここで、ＴＵＳＩＮＲは前記目標上り受信品質であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり
、αはパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスであり、ＩｏＴは前記干渉対熱雑音
であり、ＮＦは前記雑音指数である。）
　前記パラメータ設定部は、前記第１基地局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オ
フセット値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とが等しいユーザ装置にお
いて、当該第１基地局における目標上り受信品質と当該第２基地局における目標上り受信
品質との差分がより小さくなるように、当該第２基地局における目標上り受信品質を算定
するためのパラメータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なく
ともいずれか一方を設定し、
　前記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信品質が前記目標
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上り受信品質に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する
　請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項４】
　前記第２基地局は、当該第２基地局の前記干渉対熱雑音算定部が算定した干渉対熱雑音
を前記第１基地局に通知する干渉対熱雑音通知部を備え、
　前記第１基地局の前記パラメータ設定部は、当該第１基地局の前記干渉対熱雑音算定部
が算定した干渉対熱雑音と前記第２基地局の干渉対熱雑音通知部から通知された干渉対熱
雑音とに基づいて、当該第１基地局の前記基準上り受信電力およびパスロス補正係数の少
なくともいずれか一方並びに当該第２基地局の前記基準上り受信電力およびパスロス補正
係数の少なくともいずれか一方を設定し、
　前記第１基地局は、
　当該第１基地局の前記パラメータ設定部が設定した、当該第２基地局における前記基準
上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一方を、当該第２基地局
に通知するパラメータ通知部とを備える
　請求項３に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記パラメータ設定部は、前記セル範囲拡張オフセット値が小さい程、前記第２基地局
における基準上り受信電力を、前記第１基地局における基準上り受信電力よりもより小さ
く設定する
　請求項２から４のいずれか１項に記載の無線通信システム。
【請求項６】
　前記パラメータ設定部は、前記セル範囲拡張オフセット値が小さい程、前記第２基地局
におけるパスロス補正係数を、前記第１基地局におけるパスロス補正係数よりもより小さ
く設定する
　請求項２から４のいずれか１項に記載の無線通信システム。
【請求項７】
　前記パラメータ設定部は、前記セル範囲拡張オフセット値が小さい程、前記第２基地局
における基準上り受信電力を、前記第１基地局における基準上り受信電力よりもより小さ
く設定し、かつ、前記第２基地局におけるパスロス補正係数を、前記第１基地局における
パスロス補正係数よりもより小さく設定する
　請求項２から４のいずれか１項に記載の無線通信システム。
【請求項８】
　第１セルを形成する第１基地局と、前記第１セルよりも面積が小さい第２セルを形成す
る第２基地局とを含む複数の基地局と、
　複数の前記基地局の各々との間で電波を送受信して無線通信を実行可能なユーザ装置と
　を備える無線通信システムにおける第１基地局であって、
　前記ユーザ装置における前記第２基地局からの下り受信電力を増加させるように、当該
第２基地局に対応するセル範囲拡張オフセット値を用いて前記下り受信電力を補正する下
り受信電力補正部と、
　自局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オフセット値による補正後の前記第２基
地局からの下り受信電力とに基づいて、前記ユーザ装置の接続先基地局を選択する接続先
選択部と、
　前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信特性を算定する目標上り受信特性算
定部と、
　前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフセット値に応じて、当該第２基地局に
おける目標上り受信特性を算定するためのパラメータを設定するパラメータ設定部と、
　前記パラメータ設定部が設定した前記パラメータを前記第２基地局に通知するパラメー
タ通知部と、
　前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信特性が前記目標上り受信特性に近付くよ
うに、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する送信電力制御部と
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　を備える基地局。
【請求項９】
　前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロスを算定するパスロス算定部を備え、
　前記目標上り受信特性算定部は、前記目標上り受信特性として、前記基地局におけるユ
ーザ装置からの目標上り受信電力を以下の式に基づいて算定し、
　ＴＵＲＰ＝Ｐ０－（１－α）・ＰＬ
（ここで、ＴＵＲＰは前記目標上り受信電力であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり、α
はパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスである。）
　前記パラメータ設定部は、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフセット値に
応じて、当該第２基地局における目標上り受信電力を算定するためのパラメータである前
記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一方を設定し、
　前記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信電力が前記目標
上り受信電力に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する
　請求項８に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロスを算定するパスロス算定部と、
　前記基地局における干渉対熱雑音を算定する干渉対熱雑音算定部と、
　前記基地局における入力信号品質と出力信号品質との比である雑音指数を取得する雑音
指数取得部とを備え、
　前記目標上り受信特性算定部は、前記目標上り受信特性として、前記基地局におけるユ
ーザ装置からの目標上り受信品質を以下の式に基づいて算定し、
　ＴＵＳＩＮＲ＝（Ｐ０－（１－α）・ＰＬ）／（ＩｏＴ＋ＮＦ）
（ここで、ＴＵＳＩＮＲは前記目標上り受信品質であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり
、αはパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスであり、ＩｏＴは前記干渉対熱雑音
であり、ＮＦは前記雑音指数である。）
　前記パラメータ設定部は、前記自局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オフセッ
ト値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とが等しいユーザ装置において、
前記自局における目標上り受信品質と当該第２基地局における目標上り受信品質との差分
がより小さくなるように、当該第２基地局における目標上り受信品質を算定するためのパ
ラメータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか
一方を設定し、
　前記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信品質が前記目標
上り受信品質に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する
　請求項８に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記第２基地局から報告された当該第２基地局の干渉対熱雑音を受信する受信部を備え
、
　前記第１基地局の前記パラメータ設定部は、当該第１基地局の前記干渉対熱雑音算定部
が算定した干渉対熱雑音と前記第２基地局の干渉対熱雑音通知部から通知された干渉対熱
雑音とに基づいて、当該第１基地局の前記基準上り受信電力およびパスロス補正係数の少
なくともいずれか一方並びに当該第２基地局の前記基準上り受信電力およびパスロス補正
係数の少なくともいずれか一方を設定し、
　前記パラメータ通知部は、前記パラメータ設定部が設定した、当該第２基地局における
前記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一方を、当該第
２基地局に通知する
　請求項１０に記載の基地局。
【請求項１２】
　第１セルを形成する第１基地局と、前記第１セルよりも面積が小さい第２セルを形成す
る第２基地局とを含む複数の基地局と、
　複数の前記基地局の各々との間で電波を送受信して無線通信を実行可能なユーザ装置と
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　を備える無線通信システムにおける通信制御方法であって、
　前記ユーザ装置における前記第２基地局からの下り受信電力を増加させるように、当該
第２基地局に対応するセル範囲拡張オフセット値を用いて前記下り受信電力を補正するこ
とと、
　前記第１基地局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オフセット値による補正後の
前記第２基地局からの下り受信電力とに基づいて、前記ユーザ装置の接続先基地局を選択
することと、
　前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信特性を算定することと、
　前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフセット値に応じて、当該第２基地局に
おける目標上り受信特性を算定するためのパラメータを設定することと、
　前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信特性が前記目標上り受信特性に近付くよ
うに、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御することと
　を備える通信制御方法。
【請求項１３】
　前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロスを算定することを備え、
　前記目標上り受信特性を算定することにおいて、前記目標上り受信特性として、前記基
地局におけるユーザ装置からの目標上り受信電力が以下の式に基づいて算定され、
　ＴＵＲＰ＝Ｐ０－（１－α）・ＰＬ
（ここで、ＴＵＲＰは前記目標上り受信電力であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり、α
はパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスである。）
　前記パラメータを設定することにおいて、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張
オフセット値に応じて、当該第２基地局における目標上り受信電力を算定するためのパラ
メータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一
方が設定され、
　前記送信電力を制御することにおいて、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信
電力が前記目標上り受信電力に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力が制御され
る
　請求項１２に記載の通信制御方法。
【請求項１４】
　前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロスを算定することと、
　前記基地局における干渉対熱雑音を算定することと、
　前記基地局における入力信号品質と出力信号品質との比である雑音指数を取得すること
とを備え、
　前記目標上り受信特性を算定することにおいて、前記目標上り受信特性として、前記基
地局におけるユーザ装置からの目標上り受信品質を以下の式に基づいて算定し、
　ＴＵＳＩＮＲ＝（Ｐ０－（１－α）・ＰＬ）／（ＩｏＴ＋ＮＦ）
（ここで、ＴＵＳＩＮＲは前記目標上り受信品質であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり
、αはパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスであり、ＩｏＴは前記干渉対熱雑音
であり、ＮＦは前記雑音指数である。）
　前記パラメータを設定することにおいて、前記第１基地局からの下り受信電力と、前記
セル範囲拡張オフセット値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とが等しい
ユーザ装置において、当該第１基地局における目標上り受信品質と当該第２基地局におけ
る目標上り受信品質との差分がより小さくなるように、当該第２基地局における目標上り
受信品質を算定するためのパラメータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補
正係数の少なくともいずれか一方が設定され、
　前記送信電力を制御することにおいて、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信
品質が前記目標上り受信品質に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力が制御され
る
　請求項１２に記載の通信制御方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システム、基地局および通信制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、下り送信電力（下り送信能力）が相異なる複数種の基地局（マクロ基地局、ピコ
基地局、フェムト基地局、リモートラジオヘッド（Remote Radio Head）等）を重層的に
設置したヘテロジーニアスネットワーク（Heterogeneous Network，HetNet）が提案され
ている（例えば、特許文献１）。ヘテロジーニアスネットワークにおいては、ユーザ装置
における下り受信電力に基づいて接続先基地局を選択する構成が一般的である。以上の構
成では、下り送信電力の大きい基地局（例えば、マクロ基地局）の方が、下り送信電力の
小さい基地局（例えば、ピコ基地局）と比較して、セルサーチまたはハンドオーバの際に
ユーザ装置の接続先基地局として選択されやすい。換言すると、下り送信電力の小さい基
地局のセル（例えば、ピコセル）のカバレッジに比べて、下り送信電力の大きい基地局の
セル（例えば、マクロセル）のカバレッジが広い傾向にある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開2011-124732号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ユーザ装置における下り受信電力に応じて接続先基地局を選択する特許文献１の技術で
は、ユーザ装置から基地局に対する上り送信電力が適切に設定されない可能性がある。上
りリンク通信においては、所定の送信能力を有するユーザ装置が複数種の基地局に上りリ
ンク信号を送信し得るから、ユーザ装置からのパスロス（伝搬損失）が小さい基地局（例
えば、より近くに位置する基地局）が上りリンク通信の接続先基地局として適切である。
しかしながら、ユーザ装置における下り受信電力に応じて接続先基地局が選択されると、
パスロスがより大きい基地局が接続先として選択される可能性がある。パスロスがより大
きい基地局が接続先基地局として選択された場合には、パスロスがより小さい基地局が接
続先基地局として選択された場合と比較して、ユーザ装置からの上り送信電力をより大き
くする必要があるから、そのユーザ装置からの干渉電力もより大きくなる。結果として、
システム全体のスループットが低下する可能性がある。
【０００５】
　以上の事情に鑑み、本発明は、送信電力（送信能力）が相異なる複数種の無線基地局を
含む無線通信システムにおいて、ユーザ装置からの上り送信電力を適切に制御可能な無線
通信システム、基地局および通信制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る無線通信システムは、第１セルを形成する第１基地局と、前記第１セルよ
りも面積が小さい第２セルを形成する第２基地局とを含む複数の基地局と、複数の前記基
地局の各々との間で電波を送受信して無線通信を実行可能なユーザ装置とを備え、前記ユ
ーザ装置における前記第２基地局からの下り受信電力を増加させるように、当該第２基地
局に対応するセル範囲拡張オフセット値を用いて前記下り受信電力を補正する下り受信電
力補正部と、前記第１基地局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オフセット値によ
る補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とに基づいて、前記ユーザ装置の接続先基
地局を選択する接続先選択部と、前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信特性
を算定する目標上り受信特性算定部と、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフ
セット値に応じて、当該第２基地局における目標上り受信特性を算定するためのパラメー
タを設定するパラメータ設定部と、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信特性が
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前記目標上り受信特性に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する送信電
力制御部とを備える。
【０００７】
　本明細書において、「上り受信特性」とは、上りリンク通信の受信に関する値であり、
上り受信電力と上り受信品質とを包摂する概念である。
　以上の構成によれば、セル範囲拡張オフセット値に応じてパラメータが設定され、設定
されたパラメータに基づいて算定された目標上り受信特性に応じてユーザ装置の上り送信
電力が制御される。したがって、セル範囲拡張オフセット値に関わらずユーザ装置の上り
送信電力が制御される構成と比較して、送信電力制御がより適切に実行され得る。
【０００８】
　本発明の好適な態様において、無線通信システムは、前記基地局と前記ユーザ装置との
間のパスロスを算定するパスロス算定部を備え、前記目標上り受信特性算定部は、前記目
標上り受信特性として、前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信電力を以下の
式に基づいて算定し、
　ＴＵＲＰ＝Ｐ０－（１－α）・ＰＬ
（ここで、ＴＵＲＰは前記目標上り受信電力であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり、α
はパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスである。）
　前記パラメータ設定部は、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフセット値に
応じて、当該第２基地局における目標上り受信電力を算定するためのパラメータである前
記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一方を設定し、前
記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信電力が前記目標上り
受信電力に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する。
【０００９】
　以上の構成によれば、セル範囲拡張オフセット値に応じて、第２基地局の基準上り受信
電力およびパスロス補正係数の少なくともいずれか一方が設定されるので、セル境界の近
傍に位置するユーザ装置からの第１基地局における目標上り受信電力と、セル境界の近傍
に位置するユーザ装置からの第２基地局における目標上り受信電力との差分がより小さく
なる。そのため、ユーザ装置からの各基地局（第１基地局、第２基地局）に対する上り送
信電力の差分もより小さくなる。したがって、セル範囲拡張オフセット値に関わらず目標
上り受信電力が設定される構成と比較して、ユーザ装置が引き起こす干渉が抑制され得る
。
【００１０】
　本発明の好適な態様において、無線通信システムは、前記基地局と前記ユーザ装置との
間のパスロスを算定するパスロス算定部と、前記基地局における干渉対熱雑音を算定する
干渉対熱雑音算定部と、前記基地局における入力信号品質と出力信号品質との比である雑
音指数を取得する雑音指数取得部とを備え、前記目標上り受信特性算定部は、前記目標上
り受信特性として、前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信品質を以下の式に
基づいて算定し、
　ＴＵＳＩＮＲ＝（Ｐ０－（１－α）・ＰＬ）／（ＩｏＴ＋ＮＦ）
（ここで、ＴＵＳＩＮＲは前記目標上り受信品質であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり
、αはパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスであり、ＩｏＴは前記干渉対熱雑音
であり、ＮＦは前記雑音指数である。）
　前記パラメータ設定部は、前記第１基地局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オ
フセット値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とが等しいユーザ装置にお
いて、当該第１基地局における目標上り受信品質と当該第２基地局における目標上り受信
品質との差分がより小さくなるように、当該第２基地局における目標上り受信品質を算定
するためのパラメータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なく
ともいずれか一方を設定し、前記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置から
の上り受信品質が前記目標上り受信品質に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力
を制御する。
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【００１１】
　以上の構成によれば、目標上り受信品質に基づいてユーザ装置からの上り送信電力が制
御される。したがって、目標上り受信電力に基づいてユーザ装置からの上り送信電力が制
御される構成と比較して、基地局が受ける干渉および基地局における雑音もが考慮された
上り送信電力制御が実現され得る。
【００１２】
　本発明の好適な態様において、前記第２基地局は、当該第２基地局の前記干渉対熱雑音
算定部が算定した干渉対熱雑音を前記第１基地局に通知する干渉対熱雑音通知部を備え、
前記第１基地局の前記パラメータ設定部は、当該第１基地局の前記干渉対熱雑音算定部が
算定した干渉対熱雑音と前記第２基地局の干渉対熱雑音通知部から通知された干渉対熱雑
音とに基づいて、当該第１基地局の前記基準上り受信電力およびパスロス補正係数の少な
くともいずれか一方並びに当該第２基地局の前記基準上り受信電力およびパスロス補正係
数の少なくともいずれか一方を設定し、前記第１基地局は、当該第１基地局の前記パラメ
ータ設定部が設定した、当該第２基地局における前記基準上り受信電力および前記パスロ
ス補正係数の少なくともいずれか一方を、当該第２基地局に通知するパラメータ通知部と
を備える。
【００１３】
　以上の構成によれば、第１基地局で取得された干渉対熱雑音と第２基地局から通知され
た干渉対熱雑音との双方に基づいて、第１基地局および第２基地局のパラメータが設定さ
れるので、パラメータに基づく上り送信電力の制御がより適切に実行される。
【００１４】
　本発明の好適な態様において、前記パラメータ設定部は、前記セル範囲拡張オフセット
値が小さい程、前記第２基地局における基準上り受信電力を、前記第１基地局における基
準上り受信電力よりもより小さく設定する。
　以上の構成によれば、セル境界における目標上り受信電力の差分がより低減され得る。
【００１５】
　本発明の好適な態様において、前記パラメータ設定部は、前記セル範囲拡張オフセット
値が小さい程、前記第２基地局におけるパスロス補正係数を、前記第１基地局におけるパ
スロス補正係数よりもより小さく設定する。
　以上の構成によれば、セル境界における目標上り受信電力の差分がより低減され得る。
【００１６】
　本発明の好適な態様において、前記パラメータ設定部は、前記セル範囲拡張オフセット
値が小さい程、前記第２基地局における基準上り受信電力を、前記第１基地局における基
準上り受信電力よりもより小さく設定し、かつ、前記第２基地局におけるパスロス補正係
数を、前記第１基地局におけるパスロス補正係数よりもより小さく設定する。
　以上の構成によれば、セル境界における目標上り受信電力の差分がより低減され得る。
【００１７】
　また、本発明の基地局は、第１セルを形成する第１基地局と、前記第１セルよりも面積
が小さい第２セルを形成する第２基地局とを含む複数の基地局と、複数の前記基地局の各
々との間で電波を送受信して無線通信を実行可能なユーザ装置とを備える無線通信システ
ムにおける第１基地局であって、前記ユーザ装置における前記第２基地局からの下り受信
電力を増加させるように、当該第２基地局に対応するセル範囲拡張オフセット値を用いて
前記下り受信電力を補正する下り受信電力補正部と、自局からの下り受信電力と、前記セ
ル範囲拡張オフセット値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とに基づいて
、前記ユーザ装置の接続先基地局を選択する接続先選択部と、前記基地局におけるユーザ
装置からの目標上り受信特性を算定する目標上り受信特性算定部と、前記第２基地局に対
応する前記セル範囲拡張オフセット値に応じて、当該第２基地局における目標上り受信特
性を算定するためのパラメータを設定するパラメータ設定部と、前記パラメータ設定部が
設定した前記パラメータを前記第２基地局に通知するパラメータ通知部と、前記基地局に
おけるユーザ装置からの上り受信特性が前記目標上り受信特性に近付くように、当該ユー
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ザ装置の上り送信電力を制御する送信電力制御部とを備える。
【００１８】
　本発明の好適な態様において、基地局は、前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロ
スを算定するパスロス算定部を備え、前記目標上り受信特性算定部は、前記目標上り受信
特性として、前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信電力を以下の式に基づい
て算定し、
　ＴＵＲＰ＝Ｐ０－（１－α）・ＰＬ
（ここで、ＴＵＲＰは前記目標上り受信電力であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり、α
はパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスである。）
　前記パラメータ設定部は、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張オフセット値に
応じて、当該第２基地局における目標上り受信電力を算定するためのパラメータである前
記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一方を設定し、
　前記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信電力が前記目標
上り受信電力に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する。
【００１９】
　本発明の好適な態様において、基地局は、前記基地局と前記ユーザ装置との間のパスロ
スを算定するパスロス算定部と、前記基地局における干渉対熱雑音を算定する干渉対熱雑
音算定部と、前記基地局における入力信号品質と出力信号品質との比である雑音指数を取
得する雑音指数取得部とを備え、前記目標上り受信特性算定部は、前記目標上り受信特性
として、前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信品質を以下の式に基づいて算
定し、
　ＴＵＳＩＮＲ＝（Ｐ０－（１－α）・ＰＬ）／（ＩｏＴ＋ＮＦ）
（ここで、ＴＵＳＩＮＲは前記目標上り受信品質であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり
、αはパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスであり、ＩｏＴは前記干渉対熱雑音
であり、ＮＦは前記雑音指数である。）
　前記パラメータ設定部は、前記自局からの下り受信電力と、前記セル範囲拡張オフセッ
ト値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とが等しいユーザ装置において、
前記自局における目標上り受信品質と当該第２基地局における目標上り受信品質との差分
がより小さくなるように、当該第２基地局における目標上り受信品質を算定するためのパ
ラメータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか
一方を設定し、前記送信電力制御部は、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信品
質が前記目標上り受信品質に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御する。
【００２０】
　本発明の好適な態様において、基地局は、前記第２基地局から報告された当該第２基地
局の干渉対熱雑音を受信する受信部を備え、前記第１基地局の前記パラメータ設定部は、
当該第１基地局の前記干渉対熱雑音算定部が算定した干渉対熱雑音と前記第２基地局の干
渉対熱雑音通知部から通知された干渉対熱雑音とに基づいて、当該第１基地局の前記基準
上り受信電力およびパスロス補正係数の少なくともいずれか一方並びに当該第２基地局の
前記基準上り受信電力およびパスロス補正係数の少なくともいずれか一方を設定し、前記
パラメータ通知部は、前記パラメータ設定部が設定した、当該第２基地局における前記基
準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一方を、当該第２基地
局に通知する。
【００２１】
　また、本発明の通信制御方法は、第１セルを形成する第１基地局と、前記第１セルより
も面積が小さい第２セルを形成する第２基地局とを含む複数の基地局と、複数の前記基地
局の各々との間で電波を送受信して無線通信を実行可能なユーザ装置とを備える無線通信
システムにおける通信制御方法であって、前記ユーザ装置における前記第２基地局からの
下り受信電力を増加させるように、当該第２基地局に対応するセル範囲拡張オフセット値
を用いて前記下り受信電力を補正することと、前記第１基地局からの下り受信電力と、前
記セル範囲拡張オフセット値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とに基づ
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いて、前記ユーザ装置の接続先基地局を選択することと、前記基地局におけるユーザ装置
からの目標上り受信特性を算定することと、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張
オフセット値に応じて、当該第２基地局における目標上り受信特性を算定するためのパラ
メータを設定することと、前記基地局におけるユーザ装置からの上り受信特性が前記目標
上り受信特性に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電力を制御することとを備える
。
【００２２】
　本発明の好適な態様において、通信制御方法は、前記基地局と前記ユーザ装置との間の
パスロスを算定することを備え、前記目標上り受信特性を算定することにおいて、前記目
標上り受信特性として、前記基地局におけるユーザ装置からの目標上り受信電力が以下の
式に基づいて算定され、
　ＴＵＲＰ＝Ｐ０－（１－α）・ＰＬ
（ここで、ＴＵＲＰは前記目標上り受信電力であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり、α
はパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスである。）
　前記パラメータを設定することにおいて、前記第２基地局に対応する前記セル範囲拡張
オフセット値に応じて、当該第２基地局における目標上り受信電力を算定するためのパラ
メータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補正係数の少なくともいずれか一
方が設定され、前記送信電力を制御することにおいて、前記基地局におけるユーザ装置か
らの上り受信電力が前記目標上り受信電力に近付くように、当該ユーザ装置の上り送信電
力が制御される。
【００２３】
　本発明の好適な態様において、通信制御方法は、前記基地局と前記ユーザ装置との間の
パスロスを算定することと、前記基地局における干渉対熱雑音を算定することと、前記基
地局における入力信号品質と出力信号品質との比である雑音指数を取得することとを備え
、前記目標上り受信特性を算定することにおいて、前記目標上り受信特性として、前記基
地局におけるユーザ装置からの目標上り受信品質を以下の式に基づいて算定し、
　ＴＵＳＩＮＲ＝（Ｐ０－（１－α）・ＰＬ）／（ＩｏＴ＋ＮＦ）
（ここで、ＴＵＳＩＮＲは前記目標上り受信品質であり、Ｐ０は基準上り受信電力であり
、αはパスロス補正係数であり、ＰＬは前記パスロスであり、ＩｏＴは前記干渉対熱雑音
であり、ＮＦは前記雑音指数である。）
　前記パラメータを設定することにおいて、前記第１基地局からの下り受信電力と、前記
セル範囲拡張オフセット値による補正後の前記第２基地局からの下り受信電力とが等しい
ユーザ装置において、当該第１基地局における目標上り受信品質と当該第２基地局におけ
る目標上り受信品質との差分がより小さくなるように、当該第２基地局における目標上り
受信品質を算定するためのパラメータである前記基準上り受信電力および前記パスロス補
正係数の少なくともいずれか一方が設定され、前記送信電力を制御することにおいて、前
記基地局におけるユーザ装置からの上り受信品質が前記目標上り受信品質に近付くように
、当該ユーザ装置の上り送信電力が制御される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１実施形態に係る無線通信システムを示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係るユーザ装置の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るマクロ基地局の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係るピコ基地局の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係るヘテロジーニアスネットワークにおける下りリンク
通信の様子を示す図である。
【図６】前記ヘテロジーニアスネットワークにおける上りリンク通信の様子を示す図であ
る。
【図７】下りリンク通信の様子と上りリンク通信の様子とを併せて示す図である。
【図８】下り受信電力の補正前後におけるピコセルの範囲の変化を示す図である。
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【図９】ピコ基地局２００からの下り受信電力の補正の詳細を示す図である。
【図１０】パスロスの変化に応じて目標上り受信電力の制御を示す図である。
【図１１】前記ヘテロジーニアスネットワークにおける前記目標上り受信電力の制御の問
題点を示す図である。
【図１２】オフセット値が低い場合の基準上り受信電力の制御を示す図である。
【図１３】オフセット値が高い場合の基準上り受信電力の制御を示す図である。
【図１４】オフセット値が低い場合のパスロス補正係数の制御を示す図である。
【図１５】オフセット値が高い場合のパスロス補正係数の制御を示す図である。
【図１６】本発明の第３実施形態に係るマクロ基地局の構成を示すブロック図である。
【図１７】本発明の第３実施形態に係るピコ基地局の構成を示すブロック図である。
【図１８】本発明の変形例に係る基準上り受信電力およびパスロス補正係数の制御を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
＜第1実施形態＞
　図１は、第１実施形態に係る無線通信システム１のブロック図である。無線通信システ
ム１は、マクロ基地局（マクロｅＮｏｄｅＢ（evolved Node B））１００と、ピコ基地局
（ピコｅＮｏｄｅＢ）２００と、ユーザ装置３００とを備える。無線通信システム１内の
各通信要素（マクロ基地局１００、ピコ基地局２００、ユーザ装置３００等）は所定の無
線アクセス技術（Radio Access Technology）、例えばＬＴＥ（Long Term Evolution）に
従って無線通信を行う。本実施形態では、無線通信システム１がＬＴＥに従って動作する
形態を例示して説明するが、本発明の技術的範囲を限定する趣旨ではない。本発明は、必
要な設計上の変更を施した上で、他の無線アクセス技術にも適用可能である。
【００２６】
　マクロ基地局１００とピコ基地局２００とは有線または無線にて相互に接続される。マ
クロ基地局１００はその周囲にマクロセルＣｍを形成し、ピコ基地局２００はその周囲に
ピコセルＣｐを形成する。ピコセルＣｐは、そのピコセルＣｐを形成するピコ基地局２０
０に接続されたマクロ基地局１００が形成するマクロセルＣｍ内に形成されるセルＣであ
る。１つのマクロセルＣｍ内には、複数のピコセルＣｐが形成され得る。
【００２７】
　各基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）は、その基地局自身のセルＣに在
圏するユーザ装置（User Equipment，ＵＥ）３００と無線通信が可能である。逆に言うと
、ユーザ装置３００は、ユーザ装置３００自身が在圏するセルＣ（マクロセルＣｍ，ピコ
セルＣｐ）に対応する基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）と無線通信が可
能である。
【００２８】
　マクロ基地局１００はピコ基地局２００と比較して無線送信能力（最大送信電力，平均
送信電力等）が高いので、より遠くに位置するユーザ装置３００と無線通信可能である。
したがって、マクロセルＣｍはピコセルＣｐよりも面積が大きい。例えば、マクロセルＣ
ｍは半径数百メートルから数十キロメートル程度の大きさであり、ピコセルＣｐは半径数
メートルから数十メートル程度の大きさである。
【００２９】
　以上の説明から理解されるように、無線通信システム１内のマクロ基地局１００および
ピコ基地局２００は、送信電力（送信能力）が相異なる複数種の無線基地局が重層的に設
置されたヘテロジーニアスネットワーク（Heterogeneous Network，HetNet）を構成する
（3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Group Radio Access
 Network; Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Further advanceme
nts for E-UTRA physical layer aspects (Release 9); 3GPP TR 36.814 V9.0.0 (2010-0
3); Section 9A, Heterogeneous Deploymentsを参照のこと）。
【００３０】
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　なお、各基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）とユーザ装置３００との間
の無線通信の方式は任意である。例えば、下りリンク通信ではＯＦＤＭＡ（Orthogonal F
requency Division Multiple Access）が採用され得、上りリンク通信ではＳＣ－ＦＤＭ
Ａ（Single-Carrier Frequency Division Multiple Access）が採用され得る。
【００３１】
　図２は、第１実施形態に係るユーザ装置３００の構成を示すブロック図である。ユーザ
装置３００は無線通信部３１０と制御部３３０とを備える。なお、音声・映像等を出力す
る出力装置およびユーザからの指示を受け付ける入力装置等の図示は、便宜的に省略され
ている。
【００３２】
　無線通信部３１０は、各基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）と無線通信
を実行するための要素であり、送受信アンテナと、基地局からの下り無線信号を受信して
電気信号に変換し制御部３３０に供給する受信回路と、制御部３３０から供給された音声
信号等の電気信号を上り無線信号に変換して送信する送信回路とを含む。
【００３３】
　制御部３３０は、受信電力測定部３３２、受信電力報告部３３４、および通信制御部３
３６を要素として内包する。受信電力測定部３３２は、マクロ基地局１００から受信した
下り無線信号の受信電力ＤＲＰ１と、ピコ基地局２００から受信した下り無線信号の受信
電力ＤＲＰ２とを測定して受信電力報告部３３４に供給する。受信電力報告部３３４は、
供給された受信電力ＤＲＰ１および受信電力ＤＲＰ２を、無線通信部３１０を介して無線
接続中の基地局に報告する。通信制御部３３６は、無線接続中の基地局から受信した接続
先基地局情報ＴｅＮＢに基づいて接続先基地局を選択し、無線通信を実行する。
【００３４】
　制御部３３０ならびに制御部３３０が内包する受信電力測定部３３２、受信電力報告部
３３４、および通信制御部３３６は、ユーザ装置３００内の図示しないＣＰＵ（Central 
Processing Unit）が、図示しない記憶部に記憶されたコンピュータプログラムを実行し
、そのコンピュータプログラムに従って機能することで実現される機能ブロックである。
【００３５】
　図３は、第１実施形態に係るマクロ基地局１００の構成を示すブロック図である。マク
ロ基地局１００は、無線通信部１１０とネットワーク通信部１２０と制御部１３０とを備
える。
【００３６】
　無線通信部１１０は、ユーザ装置３００と無線通信を実行するための要素であり、送受
信アンテナと、ユーザ装置３００からの上り無線信号を受信して電気信号に変換する受信
回路と、制御部１３０から供給された音声信号等の電気信号を下り無線信号に変換して送
信する送信回路とを含む。
【００３７】
　ネットワーク通信部１２０は、他の基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）
と通信を実行するための要素であり、他の基地局との間で電気信号を送受信する。マクロ
基地局１００が他の基地局と無線にて通信を実行する場合は、無線通信部１１０がネット
ワーク通信部１２０を兼ねる構成も可能であると理解される。
【００３８】
　制御部１３０は、オフセット値設定部１３２、受信電力補正部１３４、受信電力受信部
１３６、接続先選択部１３８、パスロス算定部１４０、パラメータ設定部１４２、パラメ
ータ通知部１４４、目標上り受信特性算定部１４６、および送信電力制御部１４８を備え
る。制御部１３０および制御部１３０が備える以上の各要素は、マクロ基地局１００内の
図示しないＣＰＵが、図示しない記憶部に記憶されたコンピュータプログラムを実行し、
そのコンピュータプログラムに従って機能することにより実現される機能ブロックである
。制御部１３０の動作の詳細は後述される。
【００３９】
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　図４は、第１実施形態に係るピコ基地局２００の構成を示すブロック図である。ピコ基
地局２００は、無線通信部２１０とネットワーク通信部２２０と制御部２３０とを備える
。
【００４０】
　無線通信部２１０は、ユーザ装置３００と無線通信を実行するための要素であり、送受
信アンテナと、ユーザ装置３００からの上り無線信号を受信して電気信号に変換する受信
回路と、制御部２３０から供給された音声信号等の電気信号を下り無線信号に変換して送
信する送信回路とを含む。
【００４１】
　ネットワーク通信部２２０は、そのピコ基地局２００が接続されるマクロ基地局１００
と通信を実行するための要素であり、マクロ基地局１００との間で電気信号を送受信する
。ピコ基地局２００がマクロ基地局１００と無線にて通信する場合には、無線通信部２１
０がネットワーク通信部２２０を兼ねる構成も可能であると理解される。
【００４２】
　なお、ピコ基地局２００は、マクロ基地局１００が送信した下り無線信号を受信してユ
ーザ装置３００に転送でき、ユーザ装置３００が送信した上り無線信号を受信してマクロ
基地局１００に転送できる。
【００４３】
　制御部２３０は、受信電力受信部２３２、受信電力通知部２３４、接続先選択部２３６
、パスロス算定部２４２、パラメータ受信部２４６、目標上り受信特性算定部２４８、お
よび送信電力制御部２５０を備える。制御部２３０および制御部２３０が備える以上の各
要素は、ピコ基地局２００内の図示しないＣＰＵが、図示しない記憶部に記憶されたコン
ピュータプログラムを実行し、そのコンピュータプログラムに従って機能することにより
実現される機能ブロックである。制御部２３０の動作の詳細は後述される。
【００４４】
　ヘテロジーニアスネットワークにおける上りリンク通信および下りリンク通信について
、図５から図７を参照して説明する。各図において、マクロ基地局１００の位置を位置Ｌ
ｍ、ピコ基地局２００の位置を位置Ｌｐ、ユーザ装置３００の位置を位置Ｌｕと称する。
【００４５】
　図５は、ヘテロジーニアスネットワークにおける下りリンク通信の様子を示す図である
。ユーザ装置３００は各基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）から電波（下
り無線信号）を受信する。横軸は、各装置（マクロ基地局１００、ピコ基地局２００、ユ
ーザ装置３００）の位置を示し、縦軸は、基地局から送信された下り無線信号のユーザ装
置３００における受信電力（下り受信電力ＤＲＰ）を対数で示す。図５には、マクロ基地
局１００からの下り受信電力ＤＲＰ１と、ピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２
とが示される。無線信号（電波）は伝搬距離が大きくなるほど減衰するから、下り受信電
力ＤＲＰ（ＤＲＰ１，ＤＲＰ２）は、基地局（マクロ基地局１００、ピコ基地局２００）
からの距離が大きくなるほど低下する。以下、マクロ基地局１００からの下り受信電力Ｄ
ＲＰ１とピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２とが一致する位置を位置Ｌ１とす
る。
【００４６】
　マクロ基地局１００の下り送信電力（送信能力）は、ピコ基地局２００の下り送信電力
（送信能力）を差分Δだけ上回る。換言すると、位置Ｌｍにおけるマクロ基地局１００か
らの下り受信電力ＤＲＰ１は、位置Ｌｐにおけるピコ基地局２００からの下り受信電力Ｄ
ＲＰ２を差分Δだけ上回る。そのため、マクロセルＣｍ（マクロ基地局１００からの下り
受信電力ＤＲＰ１がピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２を上回る範囲）の半径
（Ｌｍ～Ｌ１）は、ピコセルＣｐ（ピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２がマク
ロ基地局１００からの下り受信電力ＤＲＰ１を上回る範囲）の半径（Ｌｐ～Ｌ１）を上回
る。前述のように、受信電力ＤＲＰに基づいたセル選択（接続先基地局の選択）によれば
、マクロセルＣｍに位置するユーザ装置３００の接続先としてマクロ基地局１００が選択
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され、ピコセルＣｐに位置するユーザ装置３００の接続先としてピコ基地局２００が選択
される。
【００４７】
　図６は、ヘテロジーニアスネットワークにおける上りリンク通信の様子を示す図である
。ユーザ装置３００は各基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）に対して電波
を送信する。横軸は、図５と同様に各装置の位置を示す。縦軸は、各基地局からユーザ装
置３００へのパスロスＰＬの逆数ｉＰＬを対数で示す。図６には、マクロ基地局１００か
らユーザ装置３００へのパスロスＰＬｍの逆数ｉＰＬｍと、ピコ基地局２００からユーザ
装置３００へのパスロスＰＬｐの逆数ｉＰＬｐとが示される。基地局からユーザ装置３０
０へのパスロスＰＬは、基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）からの距離（
見通し距離）が大きくなるほど大きくなるから、パスロスＰＬの逆数ｉＰＬは、基地局か
らの距離（見通し距離）が大きくなるほど小さくなる。なお、基地局からユーザ装置３０
０へのパスロスＰＬの逆数ｉＰＬは、ユーザ装置３００から基地局へのパスロスと捉える
ことも可能である。以下、マクロ基地局１００からユーザ装置３００へのパスロスＰＬｍ

の逆数ｉＰＬｍと、ピコ基地局２００からユーザ装置３００へのパスロスＰＬｐの逆数ｉ
ＰＬｐとが一致する位置を位置Ｌ２とする。
【００４８】
　ヘテロジーニアスネットワークにおける上りリンク通信に関しては、所定の送信能力を
有する１つのユーザ装置３００から複数の基地局に対する送信を考えるから、下りリンク
通信のように送信電力（送信能力）の差異を考慮する必要は無い。すなわち、上りリンク
通信のみについて考える場合には、ユーザ装置３００からの見通し距離が近い（すなわち
、ユーザ装置３００からのパスロスが小さい）に応じて接続先基地局が選択されると好適
であると理解される。
【００４９】
　図７は、図５の下りリンク通信の様子と図６の上りリンク通信の様子とを併せて示す図
である。図７のユーザ装置３００は、範囲ＲＧ１内の位置Ｌｕに位置する。範囲ＲＧ１（
位置Ｌｕ）においてはマクロ基地局１００からの下り受信電力ＤＲＰ１がピコ基地局２０
０からの下り受信電力ＤＲＰ２を上回るから、下りリンク通信については、マクロ基地局
１００がユーザ装置３００の接続先基地局として選択されると適切であると理解される。
他方、範囲ＲＧ１（位置Ｌｕ）においてはピコ基地局２００からのパスロスＰＬｐの逆数
ｉＰＬｐがマクロ基地局１００からのパスロスＰＬｍの逆数ｉＰＬｍを上回る（すなわち
、位置Ｌｕはマクロ基地局１００よりもピコ基地局２００に近い）から、上りリンク通信
については、ピコ基地局２００がユーザ装置３００の接続先基地局として選択されると適
切であると理解される。
【００５０】
　以上の説明から理解されるように、ユーザ装置３００が図７の領域ＲＧ１内に位置する
場合には、上りリンク通信と下りリンク通信とで適切な接続先基地局が相違する。そのた
め、下り受信電力ＤＲＰに基づいてユーザ装置３００の接続先を選択する構成では、上り
リンク通信に関して適切で無い接続先が選択される可能性がある。より具体的には、領域
ＲＧ１内に位置するユーザ装置３００は、マクロ基地局１００からの距離がピコ基地局２
００からの距離と比較して大きいにも関わらずマクロ基地局１００に接続されるから、ピ
コ基地局２００に対して大きな干渉を与えるという問題がある。
【００５１】
　図８および図９を参照して、下り受信電力ＤＲＰの補正について説明する。前述のよう
に、ヘテロジーニアスネットワークにおいては、マクロ基地局１００の送信電力がピコ基
地局２００の送信電力よりも大きいから、ユーザ装置３００の接続先としてマクロ基地局
１００が選択される可能性が高い。しかし、ユーザ装置３００の接続先がマクロ基地局１
００に集中すると、トラヒックの集中が発生してシステム全体のスループットが低下する
可能性がある。そこで、ピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２を上昇させるよう
に補正して、ピコセルＣｐの範囲を擬似的に拡張し（セル範囲拡張、Cell Range Expansi
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on）、より多くのユーザ装置３００をピコ基地局２００に接続させると好適である。
【００５２】
　図８は、下り受信電力ＤＲＰの補正前後におけるピコセルＣｐの範囲の変化を示す図で
ある。ピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２の補正前において（図８（Ａ））、
位置Ｌｐに配置された不図示のピコ基地局２００が形成するピコセルＣｐは、ユーザ装置
３００の位置する位置Ｌｕを含まない。一方、ピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲ
Ｐ２の補正後において（図８（Ｂ））、ピコセルＣｐはユーザ装置３００の位置する位置
Ｌｕを含む。
【００５３】
　図９は、ピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２の補正の詳細を示す図である。
前述と同様に、ユーザ装置３００はマクロ基地局１００およびピコ基地局２００の各々か
ら電波を受信する。下り受信電力ＤＲＰは各基地局から遠ざかるほど減衰する。図５およ
び図７と同様、位置Ｌ１においてマクロ基地局１００からの受信電力ＤＲＰ１とピコ基地
局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２とが一致する。本実施形態の補正によれば、オフセ
ット値ＯＶによりピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２が増加するように補正さ
れるので、マクロ基地局１００からの受信電力ＤＲＰ１と、補正後のピコ基地局２００か
らの受信電力ＤＲＰ２Ａとが、位置Ｌ１よりもマクロ基地局１００に近い位置Ｌ３におい
て一致するようになる。換言すると、オフセット値ＯＶを用いた補正により、ピコセルＣ
ｐの半径が位置Ｌｐ～位置Ｌ１から位置Ｌｐ～位置Ｌ３まで拡張する。
【００５４】
　具体的な補正の動作を以下に説明する。ユーザ装置３００の受信電力測定部３３２は、
マクロ基地局１００からの下り受信電力ＤＲＰ１およびピコ基地局２００からの下り受信
電力ＤＲＰ２を測定する。ユーザ装置３００の受信電力報告部３３４は、無線通信部３１
０を介して、無線接続中の基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）に下り受信
電力ＤＲＰ１および下り受信電力ＤＲＰ２を報告する。
【００５５】
　ユーザ装置３００がピコ基地局２００に下り受信電力ＤＲＰ１および下り受信電力ＤＲ
Ｐ２を報告する場合には、ピコ基地局２００の受信電力受信部２３２が無線通信部２１０
を介して各受信電力ＤＲＰを受信し、受信電力通知部２３４がネットワーク通信部２２０
を介してマクロ基地局１００へ各受信電力ＤＲＰを通知する。
【００５６】
　ユーザ装置３００におけるピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２を受信したマ
クロ基地局１００の受信電力補正部１３４は、オフセット値設定部１３２から供給された
オフセット値ＯＶを用いて、下り受信電力ＤＲＰ２を補正する。以上の補正の結果、下り
受信電力ＤＲＰ２は、オフセット値ＯＶだけ電力が増加した補正後の下り受信電力ＤＲＰ
２Ａとなる。なお、オフセット値設定部１３２は、ネットワーク内のトラフィック量、ピ
コ基地局２００の無線環境等に応じて、ピコ基地局２００ごとにオフセット値ＯＶを設定
することが可能である。
【００５７】
　マクロ基地局１００の接続先選択部１３８は、受信電力受信部１３６から供給されるマ
クロ基地局１００からの下り受信電力ＤＲＰ１と、受信電力補正部１３４から供給される
補正後のピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２Ａとに基づいて、ユーザ装置３０
０の接続先基地局を選択する。選択された基地局を示す接続先基地局情報ＴｅＮＢは、無
線通信部１１０またはネットワーク通信部１２０（ひいてはピコ基地局２００）を介して
ユーザ装置３００に通知される。ユーザ装置３００の通信制御部３３６は、通知された接
続先基地局情報ＴｅＮＢに基づいて接続先基地局を選択する。
　以上のセル範囲拡張によりピコセルＣｐのサイズが増大するので、より多くのユーザ装
置３００がピコ基地局２００に接続されることとなる。
【００５８】
　以上に説明したセル範囲拡張は、下り受信電力ＤＲＰに基づく接続先セル選択において
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、ピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰを補正する構成である。しかしながら、ピ
コセルＣｐの範囲が拡張すると、マクロ基地局１００よりもピコ基地局２００に近いがマ
クロ基地局１００に接続されてしまうユーザ装置３００（より具体的には、図７の領域Ｒ
Ｇ１内に位置するユーザ装置３００）が、ピコ基地局２００に接続され易くなる。すなわ
ち、以上のセル範囲拡張は、下りリンク通信だけではなく、上りリンク通信においても有
効であると理解される。
【００５９】
　一般的に、上りリンク通信に関しては、ユーザ装置３００が基地局から離れるほど（す
なわち、基地局からのパスロスＰＬが増大するほど）、基地局における所定の目標上り受
信電力を実現するのに必要なユーザ装置３００の上り送信電力も大きくなる。しかしなが
ら、パスロスＰＬの増大に応じてユーザ装置３００からの上り送信電力を増加させる構成
では、基地局から遠くに位置するユーザ装置３００（例えば、セル端に位置するユーザ装
置３００）が生じさせる干渉が増大し、ひいてはセル全体のスループットが低下するとい
う問題がある。
【００６０】
　そこで、図１０に示すように、パスロスＰＬの増大に応じて基地局（マクロ基地局１０
０，ピコ基地局２００）における目標上り受信電力ＴＵＲＰを低減させると好適である。
図１０において、横軸（対数表記）は、ユーザ装置３００における基地局からのパスロス
ＰＬを示し、縦軸（対数表記）は、基地局における目標上り受信電力ＴＵＲＰを示す。
【００６１】
　目標上り受信電力ＴＵＲＰは、図１０において、傾きが－（１－α）（αは０以上１以
下の実数）で切片がＰ０の、パスロスＰＬを変数とした関数（ＴＵＲＰ＝Ｐ０－（１－α
）・ＰＬ）として表現される。α＝１の場合は、パスロスＰＬに応じた目標上り受信電力
ＴＵＲＰの制御が実行されない（常にＴＵＲＰ＝Ｐ０となる）。原点Ｏは、基地局からの
パスロスＰＬが０である点、すなわち基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）
の位置（Ｌｐ，Ｌｍ）である。なお、パスロス補正係数αおよび基準上り受信電力Ｐ０の
設定については後述される。
　以上の関数は傾きが負であるから、パスロスＰＬが増大するほど（すなわち、ユーザ装
置３００が基地局から離れるほど）目標上り受信電力ＴＵＲＰが低減する。例えば、セル
端に位置するユーザ装置３００ｂは、基地局近傍に位置するユーザ装置３００ａと比較し
てパスロスＰＬが大きいので、ユーザ装置３００ｂに対する目標上り受信電力ＴＵＲＰが
ユーザ装置３００ａに対する目標上り受信電力ＴＵＲＰよりも低く設定される。以上の構
成によれば、パスロスＰＬの増大によるユーザ装置３００の上り送信電力の増加が抑制さ
れ得る。
【００６２】
　図１０を参照して以上に説明した目標上り受信電力ＴＵＲＰの制御（ひいては、ユーザ
装置３００の上り送信電力の制御）をヘテロジーニアスネットワークに適用すると、図１
１に示すような問題が生じ得る。図１１は、図１０の制御により各々算定される、ピコ基
地局２００における目標上り受信電力ＴＵＲＰｐと、マクロ基地局１００における目標上
り受信電力ＴＵＲＰｍとを示す図である。図１１では、位置Ｌｐにピコ基地局２００が位
置すると共に、位置Ｌｍにマクロ基地局１００が位置する。
【００６３】
　ピコセルＣｐとマクロセルＣｍとの境界をセル境界Ｂとする。ユーザ装置３００がセル
境界Ｂの近傍に位置すると想定する。セル境界Ｂの近傍のユーザ装置３００がマクロ基地
局１００に無線接続する場合には、マクロ基地局１００からのパスロスＰＬｍが比較的大
きい（マクロ基地局１００がピコ基地局２００よりもユーザ装置３００から遠い）から、
目標上り受信電力ＴＵＲＰｍも比較的低く維持される。したがって、そのユーザ装置３０
０の上り送信電力が比較的低く維持されるから、他の基地局（ピコ基地局２００）がその
ユーザ装置３００から被る干渉も比較的小さい。
【００６４】
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　他方、セル境界Ｂの近傍のユーザ装置３００がピコ基地局２００に接続する場合には、
ピコ基地局２００からのパスロスＰＬｐが比較的小さい（ピコ基地局２００がマクロ基地
局１００よりもユーザ装置３００に近い）から、目標上り受信電力ＴＵＲＰｐは比較的高
くなってしまう。したがって、そのユーザ装置３００の上り送信電力も比較的高くなって
しまうから、他の基地局（マクロ基地局１００）がそのユーザ装置３００から被る干渉も
比較的大きい。
【００６５】
　すなわち、セル境界Ｂにおいては、ピコ基地局２００からのパスロスＰＬｐとマクロ基
地局１００からのパスロスＰＬｍとが顕著に相違するため、図１０の制御を適用した場合
には、接続先基地局に応じてユーザ装置３００の送信電力が顕著に相違する。
【００６６】
　セル境界Ｂが固定されている場合には、セル境界ＢにおけるパスロスＰＬｐおよびパス
ロスＰＬｍはほぼ変化しないが、図８および図９を参照して説明したセル範囲拡張によれ
ば、オフセット値ＯＶを用いたピコ基地局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２の補正によ
りセル境界Ｂが変化するので、セル境界ＢにおけるパスロスＰＬｐおよびパスロスＰＬｍ

も変化する。具体的には、オフセット値ＯＶが低い場合のセル境界Ｂ１はよりピコ基地局
２００に近く（例えば、図１２）、オフセット値ＯＶが高い場合のセル境界Ｂ２はよりマ
クロ基地局１００に近い（例えば、図１３）。そのため、オフセット値ＯＶが低い場合に
はセル境界Ｂ１におけるパスロスＰＬｐとパスロスＰＬｍとの差が大きく、オフセット値
ＯＶが高い場合にはセル境界Ｂ１におけるパスロスＰＬｐとパスロスＰＬｍとの差が小さ
い。
【００６７】
　以上の事情を考慮して、本実施形態においては、ピコ基地局２００における目標上り受
信電力ＴＵＲＰを算定するためのパラメータである基準上り受信電力Ｐ０を、セル範囲拡
張に用いられるオフセット値ＯＶに応じて設定する（変化させる）。以下に、図１２およ
び図１３を参照して説明する。図１２および図１３においては、ユーザ装置３００がピコ
基地局２００に無線接続していると想定する。
【００６８】
　図１２は、オフセット値ＯＶが相対的に低い場合を示す。マクロ基地局１００のパラメ
ータ設定部１４２は、オフセット値設定部１３２から供給されたオフセット値ＯＶに応じ
て基準上り受信電力Ｐ０＿ｐを設定する。前述のように、図１２では、オフセット値ＯＶ
が相対的に低くセル境界Ｂ１がピコ基地局２００により近いので、セル境界Ｂ１における
パスロスＰＬｐとパスロスＰＬｍとの差も大きい。そこで、パラメータ設定部１４２は、
ピコ基地局２００における基準上り受信電力Ｐ０＿ｐとマクロ基地局１００における基準
上り受信電力Ｐ０＿ｍとの差分（Ｐ０＿ｍ－Ｐ０＿ｐ）をより大きく設定する。
【００６９】
　一方、図１３は、オフセット値ＯＶが相対的に高い場合を示す。図１３では、図１２と
対照的に、セル境界Ｂ２がマクロ基地局１００により近いので、セル境界Ｂ２におけるパ
スロスＰＬｐとパスロスＰＬｍとの差も小さい。そこで、パラメータ設定部１４２は、ピ
コ基地局２００における基準上り受信電力Ｐ０＿ｐとマクロ基地局１００における基準上
り受信電力Ｐ０＿ｍとの差分（Ｐ０＿ｍ－Ｐ０＿ｐ）をより小さく設定する。
【００７０】
　以上のように、パラメータ設定部１４２は、オフセット値ＯＶが小さい程、ピコ基地局
２００における基準上り受信電力Ｐ０＿ｐを、マクロ基地局１００における基準上り受信
電力Ｐ０＿ｍよりもより小さく設定する。設定された基準上り受信電力Ｐ０＿ｐはパラメ
ータ通知部１４４に供給される。また、オフセット値ＯＶに基づかずに設定されたパスロ
ス補正係数αが、パラメータ通知部１４４に供給される。パラメータ通知部１４４は、ネ
ットワーク通信部１２０を介して、ピコ基地局２００のパラメータ受信部２４６にパラメ
ータ（基準上り受信電力Ｐ０＿ｐおよびパスロス補正係数α）を通知する。
【００７１】
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　ピコ基地局２００の目標上り受信特性算定部２４８は、ピコ基地局２００におけるユー
ザ装置３００からの目標上り受信電力ＴＵＲＰｐを算定する。具体的には、パスロス算定
部２４２が算定したピコ基地局２００とユーザ装置３００との間のパスロスＰＬｐ、並び
にパラメータ受信部２４６から供給された基準上り受信電力Ｐ０＿ｐおよびパスロス補正
係数αを用いて、以下の式（１）に基づいて目標上り受信電力ＴＵＲＰを算定する。
　ＴＵＲＰｐ＝Ｐ０＿ｐ－（１－α）・ＰＬｐ　　……　式（１）
【００７２】
　ピコ基地局２００の送信電力制御部２５０は、目標上り受信特性算定部２４８から供給
された目標上り受信電力ＴＵＲＰｐに基づいて、ユーザ装置３００からの上り受信電力が
目標上り受信電力ＴＵＲＰｐに近付くようにユーザ装置３００の上り送信電力を制御する
。例えば、ユーザ装置３００からの上り受信電力が目標上り受信電力ＴＵＲＰｐに満たな
い場合はそのユーザ装置３００に送信電力を上げるように指示し、ユーザ装置３００から
の上り受信電力が目標上り受信電力ＴＵＲＰｐを超過する場合はそのユーザ装置３００に
送信電力を下げるように指示する。
【００７３】
　なお、セル境界Ｂ上に位置するユーザ装置３００について、ピコ基地局２００における
目標上り受信電力ＴＵＲＰｐとマクロ基地局１００における目標上り受信電力ＴＵＲＰｍ

とが一致するように基準上り受信電力Ｐ０＿ｐが設定されるとより好適である。
【００７４】
　以上の構成によれば、セル範囲拡張に用いられるオフセット値ＯＶに応じて、ピコ基地
局２００の基準上り受信電力Ｐ０が設定されるので、セル境界Ｂの近傍に位置するユーザ
装置３００からのマクロ基地局１００における目標上り受信電力ＴＵＲＰｍと、セル境界
Ｂの近傍に位置するユーザ装置３００からのピコ基地局２００における目標上り受信電力
ＴＵＲＰｐとの差分がより小さくなる。そのため、ユーザ装置３００からの各基地局（マ
クロ基地局１００，ピコ基地局２００）に対する上り送信電力の差分もより小さくなる。
したがって、オフセット値ＯＶに関わらず目標上り受信電力ＴＵＲＰが設定される構成と
比較して、ユーザ装置３００が引き起こす干渉が抑制され得る。
【００７５】
＜第２実施形態＞
　本発明の第２実施形態を以下に説明する。以下に例示する各実施形態において、作用、
機能が第１実施形態と同等である要素については、以上の説明で参照した符号を流用して
各々の説明を適宜に省略する。
【００７６】
　第２実施形態では、ピコ基地局２００における目標上り受信電力ＴＵＲＰを算定するた
めのパラメータであるパスロス補正係数αを、セル範囲拡張に用いられるオフセット値Ｏ
Ｖに応じて設定する（変化させる）。以下に、図１４および図１５を参照して説明する。
図１４および図１５においては、ユーザ装置３００がピコ基地局２００に無線接続してい
ると想定する。
【００７７】
　図１４は、オフセット値ＯＶが相対的に低い場合を示す。マクロ基地局１００のパラメ
ータ設定部１４２は、オフセット値設定部１３２から供給されたオフセット値ＯＶに応じ
てパスロス補正係数αを設定する。図１４では、オフセット値ＯＶが相対的に低くセル境
界Ｂ１がピコ基地局２００により近いので、セル境界Ｂ１におけるパスロスＰＬｐとパス
ロスＰＬｍとの差も大きい。そこで、パラメータ設定部１４２は、ピコ基地局２００にお
けるパスロス補正係数αｐを比較的小さく（すなわち、傾き－（１－αｐ）を比較的大き
く）設定する。
【００７８】
　一方、図１５は、オフセット値ＯＶが相対的に高い場合を示す。図１５では、図１４と
対照的に、セル境界Ｂ２がマクロ基地局１００により近いので、セル境界Ｂ２におけるパ
スロスＰＬｐとパスロスＰＬｍとの差も小さい。そこで、パラメータ設定部１４２は、ピ
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コ基地局２００におけるパスロス補正係数αｐを比較的大きく（すなわち、傾き－（１－
αｐ）を比較的小さく）設定する。
【００７９】
　以上のように、パラメータ設定部１４２は、オフセット値ＯＶが小さい程、ピコ基地局
２００におけるパスロス補正係数αｐを、マクロ基地局１００におけるパスロス補正係数
αｍよりもより小さく（すなわち、傾き－（１－αｐ）をより大きく）設定する。設定さ
れたパスロス補正係数αｐはパラメータ通知部１４４に供給される。また、オフセット値
ＯＶに基づかずに設定された基準上り受信電力Ｐ０が、パラメータ通知部１４４に供給さ
れる。パラメータ通知部１４４は、ネットワーク通信部１２０を介して、ピコ基地局２０
０のパラメータ受信部２４６にパラメータ（基準上り受信電力Ｐ０およびパスロス補正係
数αｐ）を通知する。
【００８０】
　ピコ基地局２００の目標上り受信特性算定部２４８は、ピコ基地局２００におけるユー
ザ装置３００からの目標上り受信電力ＴＵＲＰｐを算定する。具体的には、パスロス算定
部２４２が算定したピコ基地局２００とユーザ装置３００との間のパスロスＰＬｐ、並び
にパラメータ受信部２４６から供給された基準上り受信電力Ｐ０およびパスロス補正係数
αｐを用いて、以下の式（２）に基づいて目標上り受信電力ＴＵＲＰを算定する。
　ＴＵＲＰｐ＝Ｐ０－（１－αｐ）・ＰＬｐ　　……　式（２）
【００８１】
　なお、セル境界Ｂ上に位置するユーザ装置３００について、ピコ基地局２００における
目標上り受信電力ＴＵＲＰｐとマクロ基地局１００における目標上り受信電力ＴＵＲＰｍ

とが一致するようにパスロス補正係数αｐが設定されるとより好適である。
【００８２】
　以上の構成によれば、セル範囲拡張に用いられるオフセット値ＯＶに応じて、ピコ基地
局２００のパスロス補正係数αが設定されるので、セル境界Ｂの近傍に位置するユーザ装
置３００からのマクロ基地局１００における目標上り受信電力ＴＵＲＰｍと、セル境界Ｂ
の近傍に位置するユーザ装置３００からのピコ基地局２００における目標上り受信電力Ｔ
ＵＲＰｐとの差分がより小さくなる。そのため、ユーザ装置３００からの各基地局（マク
ロ基地局１００，ピコ基地局２００）に対する上り送信電力の差分もより小さくなる。し
たがって、オフセット値ＯＶに関わらず目標上り受信電力ＴＵＲＰが設定される構成と比
較して、ユーザ装置３００が引き起こす干渉が抑制され得る。
【００８３】
＜第３実施形態＞
　図１６は、第３実施形態に係るマクロ基地局１００の構成を示すブロック図である。第
３実施形態のマクロ基地局１００は、マクロ基地局１００の雑音指数ＮＦｍおよびピコ基
地局２００の雑音指数ＮＦｐ等を記憶する記憶部１５０を更に備える。雑音指数ＮＦは、
基地局における入力信号品質（例えば、入力信号対雑音比）と出力信号品質（出力信号対
雑音比）との比である。一般的に、マクロ基地局１００の雑音指数ＮＦｍは、ピコ基地局
２００の雑音指数ＮＦｐを下回る。すなわち、ピコ基地局２００に比べてマクロ基地局１
００の方が雑音が生じにくい。
【００８４】
　また、第３実施形態のマクロ基地局１００の制御部１３０は、マクロ基地局１００にお
ける干渉対熱雑音（Interference over Thermal）ＩｏＴｍを算定する干渉対熱雑音算定
部１３９、および記憶部１５０から雑音指数ＮＦを取得する雑音指数取得部１４１を更に
備える。干渉対熱雑音ＩｏＴは、以下の式（３）により計算される。式（３）において、
Ｉはその基地局が受ける干渉（他の基地局に接続するユーザ装置３００からの干渉）であ
り、Ｎはその基地局の熱雑音である。所定期間にわたる干渉対熱雑音ＩｏＴの平均値が、
干渉対熱雑音ＩｏＴとして採用されてもよい。
　ＩｏＴ＝（Ｉ＋Ｎ）／Ｎ　　……　式（３）
【００８５】
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　図１７は、第３実施形態に係るピコ基地局２００の構成を示すブロック図である。第３
実施形態のピコ基地局２００の制御部２３０は、ピコ基地局２００における干渉対熱雑音
ＩｏＴｐを算定する干渉対熱雑音算定部２３８、干渉対熱雑音ＩｏＴｐをマクロ基地局１
００に通知する干渉対熱雑音通知部２４０、およびパスロスＰＬｐをマクロ基地局１００
に通知するパスロス通知部２４４を更に備える。干渉対熱雑音ＩｏＴｐの計算式は前述と
同様である。
【００８６】
　オフセット値ＯＶが低い場合（ピコセルＣｐの範囲が狭い場合）、ピコ基地局２００の
干渉対熱雑音ＩｏＴｐはマクロ基地局１００の干渉対熱雑音ＩｏＴｍを上回る。ピコ基地
局２００の近傍に位置しマクロ基地局１００に接続するユーザ装置３００が、ピコ基地局
２００に与える干渉が大きいからである。他方、オフセット値ＯＶが高い場合（ピコセル
Ｃｐの範囲が広い場合）、マクロ基地局１００の干渉対熱雑音ＩｏＴｍはピコ基地局２０
０の干渉対熱雑音ＩｏＴｐを上回る。マクロ基地局１００の近傍に位置しピコ基地局２０
０に接続するユーザ装置３００が、マクロ基地局１００に与える干渉が大きいからである
。以上から理解されるように、干渉対熱雑音ＩｏＴはオフセット値ＯＶに応じた値である
。
【００８７】
　第１実施形態（図１２，図１３）および第２実施形態（図１４，図１５）と同様に、セ
ル境界Ｂの近傍にユーザ装置３００が位置すると想定する。
　マクロ基地局１００のパラメータ設定部１４２は、マクロ基地局１００について、干渉
対熱雑音算定部１３９から供給される干渉対熱雑音ＩｏＴｍと、パスロス算定部１４０か
ら供給されるパスロスＰＬｍと、雑音指数取得部１４１から供給される雑音指数ＮＦｍと
に基づいて、マクロ基地局１００の暫定的な目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｍを算定する
。また、ピコ基地局２００において、干渉対熱雑音通知部２４０から供給される干渉対熱
雑音ＩｏＴｐと、パスロス通知部２４４から供給されるパスロスＰＬｐと、雑音指数取得
部１４１から供給される雑音指数ＮＦｐとに基づいて、ピコ基地局２００の暫定的な目標
上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｐを算定する。目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲは、以下の式（
４）によって算出される。暫定的な目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲを算定するための基準
上り受信電力Ｐ０およびパスロス補正係数αには、現在使用中の値または所定のデフォル
ト値が用いられ得る。
　ＴＵＳＩＮＲ＝（Ｐ０－（１－α）・ＰＬ）／（ＩｏＴ＋ＮＦ）　　……　式（４）
【００８８】
　次いで、パラメータ設定部１４２は、暫定的な目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｐを暫定
的な目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｍに近付けるように（すなわち、両者の差分が小さく
なるように）、基準上り受信電力Ｐ０およびパスロス補正係数αの少なくともいずれか一
方を設定する。例えば、ＴＵＳＩＮＲｐ＞ＴＵＳＩＮＲｍという関係が成立する場合には
、暫定的な目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｐを低下させるため、パラメータ設定部１４２
は、ピコ基地局２００の基準上り受信電力Ｐ０およびパスロス補正係数αの少なくともい
ずれか一方を低下させるように設定する。なお、パラメータ設定部１４２が暫定的な目標
上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｍを上昇させるように設定することも可能である。
【００８９】
　好適には、パラメータ設定部１４２は、目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｐと目標上り受
信品質ＴＵＳＩＮＲｍとの差分が閾値Ｔｈ未満となるように、基準上り受信電力Ｐ０およ
びパスロス補正係数αの少なくともいずれか一方を設定する。より好適には、パラメータ
設定部１４２は、目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｐと目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｍと
が一致するように、基準上り受信電力Ｐ０およびパスロス補正係数αの少なくともいずれ
か一方を設定する。目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲに基づいて設定されなかったパラメー
タには、現在使用中の値または所定のデフォルト値が設定され得る。
【００９０】
　設定されたパラメータ（基準上り受信電力Ｐ０およびパスロス補正係数α）はパラメー
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タ通知部１４４に供給される。マクロ基地局１００についてのパラメータは、パラメータ
通知部１４４から目標上り受信特性算定部１４６に通知され、マクロ基地局１００におけ
る目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｍの算定に用いられる。ピコ基地局２００についてのパ
ラメータは、ネットワーク通信部１２０を介してピコ基地局２００（パラメータ受信部２
４６）に通知され、パラメータ受信部２４６から目標上り受信特性算定部２４８に供給さ
れて、ピコ基地局２００における目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲｐの算定に用いられる。
目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲは、前述の式（４）に基づいて算定される。
【００９１】
　以上の構成によれば、目標上り受信品質ＴＵＳＩＮＲに基づいてユーザ装置３００から
の上り送信電力が制御される。したがって、目標上り受信電力ＴＵＲＰに基づいてユーザ
装置３００からの上り送信電力が制御される構成と比較して、基地局が受ける干渉および
基地局における雑音もが考慮された上り送信電力制御が実現され得る。
【００９２】
＜変形例＞
　以上の実施の形態は多様に変形される。具体的な変形の態様を以下に例示する。以下の
例示から任意に選択された２以上の態様は相互に矛盾しない限り適宜に併合され得る。
【００９３】
（１）変形例１
　第１実施形態による基準上り受信電力Ｐ０の設定および第２実施形態によるパスロス補
正係数αの設定を組み合わせることが可能である。すなわち、図１８に示すように、パラ
メータ設定部１４２が、オフセット値ＯＶが小さい程、ピコ基地局２００における基準上
り受信電力Ｐ０＿ｐを、マクロ基地局１００における基準上り受信電力Ｐ０＿ｍ（すなわ
ち、変更前の基準上り受信電力Ｐ０）よりもより小さく設定し、かつ、ピコ基地局２００
におけるパスロス補正係数αｐを、マクロ基地局１００におけるパスロス補正係数αｍ（
すなわち、パスロス補正係数α）よりも小さく設定することが可能である。
【００９４】
（２）変形例２
　以上の実施形態では、マクロ基地局１００のパラメータ設定部１４２に情報（オフセッ
ト値ＯＶ、パスロスＰＬ、干渉対熱雑音ＩｏＴ等）が集約されてパラメータ（基準上り受
信電力Ｐ０、パスロス補正係数α）が算定されたが、ピコ基地局２００に情報が集約され
てパラメータが算定されてもよい。ピコ基地局２００においてパラメータが算定される場
合には、マクロ基地局１００についてのパラメータはピコ基地局２００のネットワーク通
信部２２０を介してマクロ基地局１００に通知される。
【００９５】
（３）変形例３
　以上の実施の形態では、マクロ基地局１００よりも送信能力の低い基地局としてピコ基
地局２００が例示されたが、マイクロ基地局、ナノ基地局、フェムト基地局、リモートラ
ジオヘッド等が送信能力の低い基地局として採用されてもよい。特に、無線通信システム
１の要素として、相異なる送信能力を有する複数の基地局の組合せ（例えば、マクロ基地
局、ピコ基地局、およびフェムト基地局の組合せ）が採用されてもよい。
【００９６】
（４）変形例４
　以上の実施の形態では、ユーザ装置３００から報告された下り受信電力ＤＲＰに基づい
て、マクロ基地局１００（接続先選択部１３８）がそのユーザ装置３００の接続先を選択
したが、接続先選択部は、ピコ基地局２００に設けられてもよいし、ユーザ装置３００に
設けられてもよい。受信電力補正部についても同様である。すなわち、本発明の接続先基
地局の選択は、マクロ基地局１００からの下り受信電力ＤＲＰ１と、補正されたピコ基地
局２００からの下り受信電力ＤＲＰ２とに基づいて接続先選択が実行されることによって
特徴付けられ、オフセット値ＯＶによる補正及び接続先基地局の選択が実行される箇所は
任意である。
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【００９７】
（５）変形例５
　ユーザ装置３００は、各基地局（マクロ基地局１００，ピコ基地局２００）と無線通信
が可能な任意の装置である。ユーザ装置３００は、例えばフィーチャーフォンまたはスマ
ートフォン等の携帯電話端末でもよく、デスクトップ型パーソナルコンピュータでもよく
、ノート型パーソナルコンピュータでもよく、ＵＭＰＣ（Ultra-Mobile Personal Comput
er）でもよく、携帯用ゲーム機でもよく、その他の無線端末でもよい。
【００９８】
（６）変形例６
　無線通信システム１内の各要素（マクロ基地局１００、ピコ基地局２００、ユーザ装置
３００）においてＣＰＵが実行する各機能は、ＣＰＵの代わりに、ハードウェアで実行し
てもよいし、例えばＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）、ＤＳＰ（Digital Sig
nal Processor）等のプログラマブルロジックデバイスで実行してもよい。
【符号の説明】
【００９９】
　１……無線通信システム、１００……マクロ基地局、１１０……無線通信部、１２０…
…ネットワーク通信部、１３０……制御部、１３２……オフセット値設定部、１３４……
受信電力補正部、１３６……受信電力受信部、１３８……接続先選択部、１３９……干渉
対熱雑音算定部、１４０……パスロス算定部、１４１……雑音指数取得部、１４２……パ
ラメータ設定部、１４４……パラメータ通知部、１４６……受信特性算定部、１４８……
送信電力制御部、１５０……記憶部、２００……ピコ基地局、２１０……無線通信部、２
２０……ネットワーク通信部、２３０……制御部、２３２……受信電力受信部、２３４…
…受信電力通知部、２３６……接続先選択部、２３８……干渉対熱雑音算定部、２４０…
…干渉対熱雑音通知部、２４２……パスロス算定部、２４４……パスロス通知部、２４６
……パラメータ受信部、２４８……受信特性算定部、２５０……送信電力制御部、３００
……ユーザ装置、３１０……無線通信部、３３０……制御部、３３２……受信電力測定部
、３３４……受信電力報告部、３３６……通信制御部、α（αｍ，αｐ）……パスロス補
正係数、Ｂ（Ｂ１，Ｂ２）……セル境界、Ｃ（Ｃｍ，Ｃｐ）……セル、ＤＲＰ（ＤＲＰ１
，ＤＲＰ２，ＤＲＰ２Ａ）……下り受信電力、ＩｏＴ（ＩｏＴｍ，ＩｏＴｐ）……干渉対
熱雑音、Ｌ（Ｌ１～Ｌ３，Ｌｍ，Ｌｐ，Ｌｕ）……位置、ＮＦ（ＮＦｍ，ＮＦｐ）……雑
音指数、ＯＶ……オフセット値、Ｐ０（Ｐ０＿ｍ，Ｐ０＿ｐ）……基準上り受信電力、Ｐ
Ｌ（ＰＬｍ，ＰＬｐ）……パスロス、ＲＧ１……範囲、ＴＵＲＰ（ＴＵＲＰｍ，ＴＵＲＰ

ｐ）……目標上り受信電力、ＴＵＳＩＮＲ（ＴＵＳＩＮＲｍ，ＴＵＳＩＮＲｐ）……目標
上り受信品質、ＴｅＮＢ……接続先基地局情報。
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